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苫小牧演習林における陸棲貧毛類と

その定量的予備調査

上平幸好ホ

Quantitative Preliminary Survey on the Terrestrial Oligochaeta 

in the Tomakomai Experiment Forest 

By 

Yukiyoshi KAMIHIRAホ

要 旨

577 

出現した貧毛類は，フトミミズ科が 1属4種，ツリミミズ科が2属2種であった。演習林

での出現種と種数は，近くに位置する日高門別の林における記録と類似していた。フトミミズ

はいずれも寿命が 1年の種類で，越年性種は記録されなかった。この理由について土壌条件と

結びつけて論議した。定量調査域における貧毛類の平均生息密度は， 10月に 7個体1m2で少な

く，精度の高い定量研究には，多大な労力が必要とされることを指摘した。高速道路の法函に

張られた芝生中に，ムラザキツリミミズが多数生息していたが，これは芝生の搬入に伴って移

入されたものであった。

キーワード: 土壌動物，貧毛類，森林，道路建設。

はじめ に

森林生態系における土壌動物の，物質循環および土壌改良にはたす役割は，落葉・落枝を

摂食粉砕することと，土壌と有機物を混合・耕転にある(渡辺，1971;青木， 1973)。これは土壌

の理化学的性質に大きな変化を与え，森林の生産力の増大に寄与していることを意味するもの

であるが， 土壌動物の現存量の大きいところでは， 陸棲貧毛類(以下ミミズという)の土壌動

物中で占める割合は大きく， しばしば 70~95% に達すると云われる(渡辺 1971)。北海道大学

苫小牧地方演習林における土壌動物調査も， ミミズ類の数量的な重要性に留意して，まず高速

道路が建設される前の演習林のミミズ相と，その生息密度を把握するための予備調査から着手

したので， この結果を報告する。
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調査方法

ミミズの同定はごく少数の種類を例外として，成熟(環帯の発達) した個体についてのみ

可能であるため，演習林内に生息する種類の調査は，寿命が 1年の種類も，また，数年にわた

る種類の成熟個体が，ともに採集される 10月に実施した。 1977年の調査は，苫小牧市美園町

から演習林事務所を経て丸山に至る厚平内市道沿いの 10地点で行い， 1978年には 1977年のラ

インから約 600m北東にあって，ほぼ平行に走る林道と熊の沢幹線道路および熊の沢第一林道

におよぶ20地点で実施した。さらに 1979年には演習林を網羅する 20地点で調査した(図-1)。

各地点、で種々の環境条件下にある土壌をシャベルで、掘り起こし， ミミズを採集して布袋に入れ

て持ち帰り，宿舎でアルコ}ル麻酔をしたパット中でミミズをガラス棒の聞にはさみ，ホルマ

リンの 10%溶液で固定して観察標本を作製した。生息密度を知るための定量調査は B鉄塔

の西側で行った。 ここに 30mx30mの調査区を設定し，内部に 2本の調査線を設けて，高速

道路の端と計画されているラインから北の方向へ5m，10m， 20mの地点で，それぞれ25cm

x25cmの方形枠を 1個ずつ設置して，その中に生息しているミミズをハンドソーテング法で

採集した。 。

』・・ー‘.... 
'‘ 

図-1 苫小牧地方演習林における陸棲貧毛類の調査地点
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結果および考察

1. 種 類相

1977年の調査で苫小牧演習林内には， 2科 3属 4種のミミズが生息していることを確認し

たが(上平 1978)，1978年と 1979年の調査で新たにフトミミズ 2種が記録された。これにより

演習林内には下記の 2科 3属6種のミミズが生息していたことになる。

Opisthopora 後生殖門目

Megascolecidae フトミミズ科

Genus Pheretima KINBERG フトミミズ属

Ph. hilgendoポ (MICHALSEN) ヒトツモンミミズ

Ph. vittata (GOTO et HATAI) フトスジミミズ

Ph. yunoshimensis HATAI ユノシマミミズ

Ph. sp. 

Lumbricidae ツリミミズ科

Genus Eisenia MALMA シマミミズ属

E. rosea SAVIGNY バライロツリミミズ

Genus Dendrobaena EISEN ムラサキツリミミズ属

D. octaedra (SA VIGNY) ムラサキツリミミズ

出現頻度の最も高い種はヒトツモンミミズであった。これに次いでフトスジミミズ，パラ

イロツリミミズが多く出現した。 これらの種はいずれも演習林内に広く分布していた(上平

1979)。しかし，ムラサキツリミミズはポンプ場近くの湿度の高い土性の異なる地域に生息が記

録されたのみであった。

ヒトツモンミミズとフトスジミミズは， 日本列島と朝鮮半島に分布が知られているフトミ

ミズ科の種である。 ユノシマミミズは HATAI(1930)より，青森県湯の島で採集された標本に

もとづき新種として記載されたが，北海道での分布はこれまでに札幌・標茶・稚内・日高門別

で散点的に報告されていた(山口， 1962;北海道開発局， 1964 ; T AMURA et al.， 1969)。苫小牧で

ユノシマミミズの生息が確認されたことは，石狩・勇払平野に本種が広く分布している可能性

を示唆しているように思われる。演習林内で記録されたフトミミズ科の種類は，いずれもその

寿命は 1年 (1年性種)と推定されているもので，越年性の種類は知られていない。フトミミズ

科の発祥地は東洋区内の熱帯域という説が有力で， BEDDAEDと MICI王AELSENはそれぞれボル

ネオとフィリイッピンを想定している(大淵， 1947， 1961)。なかでもフトミミズ属は分化してま

もない若い属と考えられており(山口， 1967)，わが国から約 150種余りの種類が記録されている

が， その中には日本間有種も多い。北上するにつれて種類数は少なくなり， 北海道南部で 18

種，道央で8種，道東・道北で 3種の生息が知られている(上平， 1970)。苫小牧演習林に比較的
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近い日高門別のカシワ林とカラマツ林でそれぞれ 2ないし 3種が報告されており，演習林で記

録された4種類は少ないものではない。

演習林内の土壌十数 cm以下には火山灰土壌が厚く堆積していて，冬季には A，B層が凍

結すると云われている。 1年性種のフトミミズは卵包を秋にっくり，この状態で、厳冬を過ごす

ことになる。しかし，越年性フトミミズの成体および幼体は，火山灰土壊が広く発達している

勇払平野の太平洋岸沿いで，土壌が凍結すると云う過酷な気象条件に耐えられぬため，分布を

広げれないものと推察される。このような推論は苫小牧よりも高緯度の札幌や旭川の沖積土壌

や水田の畦に越年性のセグロミミズ (Pheretimadivergens)が記録されている(大淵， 1938，中

村 1967)ことからもうらずけられる。土壌の違いによりミミズの分布は大きく影響されている

ものと理解された。なお，種名が不明であったフトミミズは北海道で未記録種であり，春季に

環帯のある大型個体が採集されていないことからやはり 1年性種と推定される。類似したミミ

ズは東京都高尾山で著者によって採集されているが，記載は文献調査が不十分なためしてい

ない。

ツリミミズ科のパライロツリミミズとムラサキツリミミズは，北半球の寒帯から温帯にか

けて広く分布しており，特にヨーロッパに普通であると云われFる(山口， 1967; STop-BoWlTz， 

1969)。 この両種は現在まで，わが国では北海道からのみ出現が記録されている(山口， 1962)。

演習林で記録されたツリミミズの生活史は不明であるが， 10月にも未成熟個体が採集されるこ

とと春季に環帯のある個体が採集されることから越冬できるものと考えられた。

2. 生息密度

ミミズの生息密度を知るための予備調査は 1977年の 8月と 10月に実施した。各月の平均

個体数は 0.33， 標準偏差の不偏推定量は 0.51で， 変動係数は1.55であった。これらの数値か

らある信頼度と信頼区聞を得るために必要とされる標本数は表-1に示したとおりである。標

本をもとめる式は n=t2 (C. V}2Je2である。計算の結果， 信頼度が 95%(t=2)， 誤差を 10%と

すると 25cmx25cmの枠で240個，作業面積に換算して 15m2を掘り返すことになる。 これ

には大変な労力を必要とし， しかも野外調査は継続的に行われるので，この調査それ自体がミ

ミズの生息環境を人為的に大きく変える恐れがある。信頼度が 68%(t=l)，誤差が 20%あた

りでがまんしなければならない。ちなみにこの場合でも， 60個で3.75m2を掘り返すことにな

表-1 貧毛類の生息密度を推定するための各精度における必要な標本数

信 頼度 誤 差 標本数
作業面積

(m2) 

t==2 0.20 96.0 6.00 

t== 1 0.20 60.0 3.75 

t==2 0.10 240.3 15.02 

t=1 0.10 240.3 15.02 
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り，やはり問題が大きい。さらに野外でハンドソーテング法で大形土壌動物の定量調査を行う

には，経験的に季節と日照時間そして採集精度を落とさぬための肉体的疲労を考慮した時，

1日あたりないし 7カ所での調査が限界と思われる。これを参考にすれば 1人で調査するの

に9""-'12日聞を要する。調査者を多くすることにより日数は短縮できるが，この方法の採用は

熟練していなければ個人差が大きく調査結果に反映されることが指摘されているので問題があ

る(渡辺ら， 1968)。そのようなことで，推定精度は落ちるが 1回の調査では 10か所での標本採

集にとどめ，継続調査することによって，おおよその数量的な変動の把握にがまんせざるを得

ないと考える。また，野外では土壌を採取するだけとして，宿舎または実験棟で動物を土壌中

から採集するのが効率的である。

なお，伐採前 (1977年)の演習林には 10月で 1m2あたり約 7個体のミミズが生息してい

たと推定された。

まとめ

1977年の晩秋には， 高速道路予定地上の立木伐採が行われ， 1978年の春には本格的な掘

込み作業が始まり 8月中旬の調査時にはすでに道路の側面に当たる部分に芝生が張られてい

た。調査地で土壌動物相の変化が認められるとすれば，それは工事のため演習林外からの土石

の搬入と，芝生の持ち込みによる動物の付着移入がその直接的原因として上げられよう。

ズに関して云えば，張りつけの終えられた芝生にムラサキツリミミズが 1m2に換算して多い

ところで 160個体も生息していたことが著者によって確認された。これはこれまでの演習林内

での調査結果からすれば，明らかに芝生の搬入にともなって移入されたものである。また，北

海道に広く分布しているサクミミズ (Allolobopholajaponica)，シマミミズ (Eiseniafoetida)， 

フキソクミミズ (Pheretimairregularis)が，演習林内で全く採集されなかった。聞かれた道

路予定域と林の境界付近での，これらの種類の出現に今後注意が払われるべきである。道路建

設によるミミズ類への影響は，演習林では特定の地域にのみ生息が確認された種，つまりムラ

サキツリミミズの人為的移入により， ミミズ相の変化としてまず観察されることになるが，林

床内奥まで侵入できるものかは今のところ不明である。さらに林の部分的伐採により，林内の

風通しが以前よりもよくなり，徐々に道路建設付近から土壌は乾燥しているように感じられる

ので，高い湿度の土壌を好むミミズにとって，生息密度の面でどのような変化が現れるのか，

道路の共用後の調査が必要とされる。
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Summary 

A quantitative preliminary survey of terrestrial oligochaets in the experimental plantation 

of the Tomakomai Experiment Forest of Hokkaido University was conducted during four 

successive years from 1977 to 1980. Four species of Megascolecidae and two species of 

Lumbricidae were found. All the spec:ies of Megascolecidae were the annual type. The 

individual number in the survey area was 8jm2 in August and in Octomber. About 3.75 m2 

area was necessary in order to estimate the individual number， with an error of 20 percent 

of 68 percent confidence. Dendrobeana octeadra were found at high density (160jm2
) on the 

artificial slope of a high bank. The appearance of D. octeadra was caused by bring of lawn. 


